
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

鹿野中学校区家庭教育支援チーム 

 （呼称：ハグくま） 

◆URL：周南市教育委員会生涯学習課 HP 内 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/46680.html 

 

②活動拠点 周南市立鹿野小学校 

③活動範囲 周南市立鹿野中学校区 

④組織体制 

 

  10 人 

社会教育委員・保育士１人、主任児童委員１人、子育てサポーター１人、 

PTA 役員２人、母子保健推進員４人、児童クラブ職員１人 

 

⑤活動開始年度 平成２２年度（２０１０年度） 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

山口県周南市教育委員会生涯学習課 

（TEL）0834-22-8621   （E-mail）ed-shogai@city.shunan.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://www.city.shunan.lg.jp/soshiki/56/46680.html


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

子育て現役世代や経験者をはじめとする、地域

の多様な人材で構成し、新しい取組にチャンレンジ

している。 

 

 

 

 

① 子育て講座：ハグくまルームの開催 （年２回） 

保護者を対象とした子育て講座を、学校保健安

全委員会と一緒に企画、開催している。 

令和５年度は、給食試食会実施後に、子育て講

座と保護者同士の交流会を開催し、終了後には

子どもと一緒に下校できるよう、保護者目線での

講座を企画。 

令和６年度は、防災アドバイザーを講師に招き、 

防災講座を開催。中学生と一緒に防災について 

学びを深めながら、交流を行った。 

 

② 新１年生の保護者を対象とした見学会 （年１回） 

学校の参観日に合わせ

て、次年度の新１年生と保

護者に授業を見学してもら

い、親子で入学後のイメー

ジを掴んでもらった。 

 

③ 制服おさがり会（年１回） 

 制服が必要でなくなった家庭から無償で提供を受け、文化祭時に安価で

販売し、チームの活動費や鹿野小・中学校への寄付に充てた。さらに、文化

祭当日、保護者に向けて SDGs に関する掲示を行った。終了後も、学校の

廊下に掲示し、子どもたちにも日常的に見てもらっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
集めた制服や体操服 ＳＤＧs をテーマとした啓発物作成 

手作りの 

チーム員募集チラシ 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・活動内容にあるように、横の繋がりを大切にしながら、チームとしてできる

ことを一つ一つ取り組んでいる。 

・今後も活動を継続して実施し、地域に暮らす子育て世代の支援に取り組み

たい。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：地域における家庭教育支援基盤構築事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 




